
 
 
 
 
  朝夕の冷え込みで紅葉の時季となってきました。地域の医療機関様におかれましては、いかがお過ごしでし

ょうか。今回の地域医療連携室ニュースは、当院における「糖尿病地域連携クリティカルパス」（以下「糖尿病連携

パス」）の取り組みについてお伝えします。 

【糖尿病連携パスについて】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
【生活習慣病・糖尿病センターの紹介】 
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平成21年 3月より、大阪府保健

医療計画に基づき、豊能二次医療圏

の病院や診療所の代表者により、

「糖尿病連携パス」の導入促進の検

討会が行われてきました。 

平成 22 年 9 月より、「糖尿病連

携手帳」が配布され運用を開始しま

した。現在、約20名の患者様を地

域の先生方と連携させていただい

ています。 

糖尿病連携手帳の特徴は、眼科・

歯科の先生方が共に活用できる手

帳になっています。 

市立池田病院

地域医療連携室

個別で患者指導ができる環境になっ

ています。 

 

慢性疾患看護 

専門看護師 

：中尾師長 

生活習慣病糖尿病センターの

メンバーです。 

糖尿病連携パスの患者様をご紹介いただく場合は、「豊能圏域糖尿病地域連携パス手引書」にあ

ります「診療情報提供書兼診療依頼書」にて、ご予約をお願いいたします。「豊能圏域糖尿病地域

連携パス手引書」をお持ちでない医療機関様は、池田保健所（糖尿病地域連携パス検討事務局）に

ご連絡をしていただくか、HPより専用用紙がダウンロードできますのでご活用ください。 

お急ぎの場合は、地域医療連携室にご相談ください。対応させていただきます。 


